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我々は，太陽電池や分子デバイスの材料となる機能性物質

内に対して，電子スピン共鳴法(ESR)や固体広幅核磁気共鳴法

(NMR)などの磁気共鳴の手法を用いて研究を行っている．近

年は，光誘起や電場印加といった非平衡状態で時々刻々と変

わる電子状態を微視的な観点から理解するために，多周波計

測，パルス法，光誘起時間分解法など先端的な計測を行い，

電子状態ならびに電子相の発現機構に迫っている． 

共有結合性有機骨格構造(COF)は共有結合で結ばれた多孔

性物質であり，触媒や光機能を持つことで着目されている 1． 

図１は，分子研江グループによって開発されたドナー・アクセプター系 2 次元共有結合性有機骨

格構造(NDI-ZnPc-COF)である．2次元面内(紙面)ではドナーとアクセプターが共有結合をしている

が，面に垂直方向ではドナー・アクセプター各々が積層したカラム構造を為す．基底状態は閉殻

で電気伝導性を示さないが，高効率な光誘起伝導性を示すことが報告されている 2．そこで本研究

では，NDI-ZnPc-COFなど種々のドナー・アクセプター系 2D-COFに対して時間分解 ESR測定を

行い，光励起状態における，伝導キャリアの起源と緩和機構に関する知見を得た． 

ZnPc単体では可視光を印加しても，束縛状態にある光励起三重項状態に由来するスペクトルし

か観測されない．一方，複合体である ZnPc-NDI-COF では，電荷分離した遍歴性キャリアに由来

する極めてスペクトル幅の狭い ESRシグナルが観測される．また，寿命測定により，この光誘起

キャリアは室温でも極めて長い寿命を持つことが分かった．詳細は当日報告する．  
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図 1. NDI-ZnPc COFの分子構造 
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